
（別紙３）

～ 2024年　12月　30日

（対象者数） 30 （回答者数） 27

～ 2024年　12月　30日

（対象者数） 12 （回答者数） 12

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
引き続き行事は継続していき多くの経験を増やしてもら
い
たいと思っております。

2

運動プログラムでも内容が似たようなものになってしま
うことがあるので施設全体で会議を行い、案を出して
様々な運動プログラムを作成して充実した支援を図って
いきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

レクリエーションなどを毎回一つだけに絞るのではな
く、人員に余裕がある場合は二つ支援を行いバラバラな
年齢層でも様々な支援が行えるように、日々人員体制を
整えて支援の幅を増やし対応していきます。
また、楽しく児童もレクリエーションを行っていけるよ
うに工夫をして対応していきます。

2

外部との連携を改善するためには、地域の専門機関と定
期的に連絡を取り、情報交換を行い改善していきます。
また、保護者への情報提供を強化し、職員が研修で知識
を深めることも重要なので改善していきます。

3

様々な経験をしてもらうためにイベントなどを開催して
おります。

季節ごとの行事を大切にし、四季を感じられるように施設
内の装飾を季節ごとに変えています。これにより、子ども
たちは視覚的にも季節の移り変わりを楽しむことができる
ように工夫しております。
また、コロナ禍が落ち着いたことにより、外出レクリエー
ションも再開し、児童には新たな活動の場を提供して取り
組んでおります。

施設の広さを生かした運動プログラム

広いスペースを使って、マット運動や体操、走るなどの運
動を行っています。子どもたちは楽しみながら体を動か
し、体力をつけるよう工夫しております。
また、その日の児童の様子に合わせて、運動内容を変えて
おり、調子が良くない児童などには軽い運動プログラムを
用意して工夫しております。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

児童の年齢層もバラバラなので支援が毎回偏ってしまう

日々児童の年齢層がバラバラなので支援の内容が偏ってし
まう事が課題です。そのため出来る児童は簡単に思われて
しまい支援の中で楽しくレクリエーションを行えない事も
課題です。

外部全般の連携がうまくできていない
外部との連携の中でも保護者様や学校以外との連携がうま
くできていないため他の事業所や支援員さん等とも連携を
取っていく事が課題です。

2024年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　1月　10日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 TODAY児童デイサービス鶴ケ舞

○保護者評価実施期間 2024年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


